
当市に移住し農業
に従事する若者を
支援

○自然栽培農産物を活用した６次産業化のための加工施設や直売所の設置
○直接的な雇用に加え、地元生産者からの調達による雇用創出と所得向上
○耕作放棄地を活用した新たな農業スタイルの確立（景観保全への貢献）
○食料品や加工品の備蓄のほか、非常用電源装置等によるバックアップ機能
○無料公衆無線LANやATMの設置、多言語対応案内看板の設置

道の駅「 のと千里浜」 石川県羽咋市

○日本で初めての世界農業遺産（GIAHS）認定地として、世界に通用する安全安心な農業システム（自然栽培農法）の普及とその
農産物の生産・加工・販売・流通を循環させた６次産業化による雇用創出、農村再生（景観保全・若者移住促進）及び所得向上を
図る。
○能登半島のゲートウェイとして、広域観光案内機能並びに災害時後方支援拠点機能を果たす。（安全安心なツーリズムの推進）

産業振興

世界農業遺産を活用した６次産業化

防災

防災機能付与・後方支援拠点

観光総合窓口

能登半島のゲートウェイ

年間85万人を超える観
光客が訪れる千里浜な
ぎさドライブウェイ

駅名 都道府県 設置者 路線 新設/既設 設置年度 種別

のと
千里浜

石川県 羽咋市 市道羽咋３号
線

新設 － 単独型

道の駅か
ら10km圏

＜道の駅周辺構想図＞

能登半島の玄関口とし
て災害時後方支援拠点
並びに広域観光案内機
能の充実

Ｈ19年能登半島沖地震における道
路の被災箇所

■世界農業遺産認定地としての先駆的取組として、ＪＡはくいと市との共同
による自然栽培農法の普及とその高付加価値（ブランド）化、６次産業化
※「奇跡のリンゴ」で知られる木村秋則氏が実践する農薬・肥料・除草剤を使用しない農法

■のと里山海道千里浜ＩＣ直近の温泉施設を活用した災害時後方支援拠点
■能登半島ゲートウェイとして広域観光案内機能の充実と周遊の推進

生産量拡大

生産品目の増加

高付加価値化

地域コミュニティ形成

移住定住促進 ＵＩＪ
ターン

営みの継承

ブランド
開発

知恵・手間

加工品目の増加

加工団体の増加

雇用

雇用

雇用

販売・流通

生産者の所得向上

生きがい

観光総合窓口

里山里海の保全

他の「道の駅」との連携
・相互による商品提供
・観光情報の共有化

イメージアップ

賑わい醸成

空家・過疎地解消

新規就農

地域産業と
魅力の創出

ネットワーク形成

第１次産業の復興

環境保全型農業による
循環型社会の構築

※自然栽培農法
による野菜

人と自然が生み出す
魅力・活力・つながりの場の創出

ローマ教皇への献上米で
知られる神子原地区の棚田

農地43％

△9.8％（△2,509人）
（Ｈ22/Ｈ12国調）

労働力人口
65.6％（Ｈ2）→57.5％（Ｈ22）

＜地方創生拠点としての機能＞

地域センター型

＜提案の先駆性・ポイント＞ ＜実施内容＞


